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2005 年の 7 月から 10 月まで，湿潤地である鳥取のダイズ畑において水と CO2 フラックスの観測を行
った。目的は，気孔と蒸発散の作用が環境に対してどのような制御機構を持つか調べることと，ダイ
ズ畑と大気間における CO2 の交換過程を理解することである。一般的に，気孔コンダクタンス，蒸発
散，CO2 の吸収（光合成）はすべて正味放射量にコントロールされる。観測結果によると，ダイズの
生長は土壌水分や降水量というよりはむしろ放射量に敏感であった。つまり，鳥取のような湿潤地に
おける生態系は放射量に影響されていると結論づけられた。 
 本研究で得られた結果を要約すると，乾燥地域に属するモンゴルでは植物の生長は主として水，
鳥取のような湿潤地では放射量，つまり植物の生長に対して異なるファクターが影響を与えているこ
とが示唆された。乾燥条件の異なる２地域において精力的に微気象観測を行い、それらの結果を対比
させながら両者の違いをうまくとりまとめている。これらの研究は、植生活動と地表面過程の相互作
用の地理的差異に関して高い価値のある結果を有するものであり、本審査会は本論文を学位論文とし
て十分価値があるものと判定した。 
 
 
 
